






























































題､目標指向的課題におけるサルの正解率はそれぞれ9 6%､ 7 7%とチャンスレベルより優位に高かった｡
また､数以外の視覚的特徴(面積､密度､配列等)を変えても正解率は変化しなかった｡目標指向的課題にお
けるサルの数の選択率は数が大きくなる程､正解率が低くなる近似的な結果を示した｡この点は､サルにおい
ても､近似的な数表現を用いていることが示唆された｡左右の道具と数的操作の関係を逆転するとサルは報酬
を減ずることなく､操作結果から道具を切り変え目的とする数に近づく正しい操作を行うことができた｡さら
に､左右の道具と数的操作の関係を逆転した後､他方の課題に変更した際､道具と数的操作の関係は他の課題
に転移した｡このよう行動結果からは､サルにおいても数の認知的道具を用いて簡単な演算を行える可能性を
示唆している点で画期的な行動結果といえる｡
よって,本論文は博士(医学)の学位論文として合格と認める｡
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